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平成２８年１２月２４日（２０１６） 第００４３号 

 
『ワクチン』	
                          院長メモ 

 

毎年の恒例で本年１２月も、当院はインフルエンザワクチンの接

種の患者さんでごった返している。こうなると実のところ医師とし

ての私の仕事はむしろ少なくなり、他のスタッフの仕事量が倍増

する。 

受付スタッフのイライラと看護スタッフのタメ息の中で、私は体を

小さくして時間が過ぎるのをやり過ごすことにしている。 

一人自室でさぼっている私を見つけて、スタッフの一人が電話を

もって来た。少々怒った口調で“先生、出て下さい”と言う。電話の主は若い女性だった。 

「ワクチンを安くしているということは、針を替えなかったり、液を薄めたりしているというこ

とを聞いた事があるんですが、お宅はどうですか？」“この人は何を言ってるんだろうか” 

と一瞬戸惑った。すぐに“失礼な事を言うな！うちはワクチンは１．５倍にしか薄めてない

し、三人一人は針を替えている！”と言おうと思ったがグッと我慢して「針をごまかしても

大した利益にならないし、薄めた覚えもありませんが、世間には色々な情報があると思

いますので、来られるなら良く調べてから受診して下さい。」と少々皮肉を込めて答えた。 

自分でも気が長くなったもんだと思ったが、後でスタッフにこの話をしたら皆に呆れられ

た。SNS とやらで“冗談は通じないまま流れることが当たり前の世の中なのに、なんて軽

率な！”というのがその理由である。 

ところで、あの電話の主は寿司屋で“ここの寿司はお安いけれど、腐ったネタを使ってい

ませんか？”と店主に聞くのだろうか？クリニックは患者を選べないが、寿司屋の店主だ

ってこんな人には来てもらいたくないに違いない。この人のように自分の話の内容が、適

切か否かのチェックが働かない人が今増えているのだろうか？と少々気になった。 

 

平成２９年１月 

○=休診日 ★=診療時間変更 
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検 索 ゆとりが丘クリニック 
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 指導：東京都慈恵会医科大学整形外科学講座 准教授 斎藤 充 
      （日本医師会「日医ニュース：健康ぷらざ No.４７４」より抜粋） 

   当クリニックでは、次の通りインフルエンザ予防接種の受付を行っております。  

      接  種  受  付  期  間  ：  H２８年１１月１日〜H２９年１月３１日  

      接種受付終了時間：１８時  
                                    （今後の接種状況によっては受付終了時間を繰り上げる場合がございます。）  


